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エクイティ戦略J ， ドン・ E ・シュルツ他の「広告革命米国に吹き荒れる IMC旋風J，さらに












勢調査で，東京都の世帯数500万世帯に対し，単身世帯が188万世帯と 3 分の l を超えるという
状況になっていることが，首都東京の特殊事情とかたづけられる状況ではなく，全国ベースで












単身世帯収支調査の対象世帯 990 万 約 22%
家計調査の対象世帯 3 0 7 2 万 約 70%





















































































ハード費 マテリアル費 ソフト・コンテンツ費 サービス費 その他費
-食料品
「食J 生活 -故事用機器 -縛用品 -外食費
. ，パコ
-家庭用耐久財 -光熱水道費 -工事サーピス -家賃地代「住J 生活 -頼 -住居設惜材料費 -火災保険
-冷暖房器具 -練用消耗品 -家事サービス -損害保険
. ~織用具
「蓑j 生活 . ~ ;1 ン -被服，履物 -被服関連サービス-理美容品 -理美容サービス
-身の回り品
「健j 生活 -医薬品 -保健医療サービス-保健医療用具
-自動車 -ガソリン -交通費 -駐車場「動j 生活 -自動車整備費-自動車以外の乗物 -自動車部品 -宿泊費，パック旅行 -自動車保険
-新聞，書籍等印刷物 -郵便料
-通信概3 -フィルム • CD. テープ -電話通信料 -文化』轍入場料「情報J 生活 -月謝.AV横器パソコン等 -テープ -腿受信料 -運送料 -線蝶楽賃貸料
-映画入場料他 -現像漉き付け代
「育j 生活 -机いす -掛糟参考書 -蝶料 -保育所費用 -遊学仕送り-文房具 -補習教育
-湖周具類 -耐久財修理代
「遊j 生活 -ピアノ，楽器 .~具 -趣味用品開代 -スポーツ施設利用代-他の線機耐久財 -切り花等趣味用品 -語会費 -他の入場料，ゲーム代-他の娯楽サービス








では， 1996年度の情報支出を220 ， 216円，全消費支出の5.58% としており，そのなかでハード支
出は38 ， 563円，ソフト支出は， 181， 653円としている。また単身世帯調査の公表が始った事を受
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図表 4 単身世帯と 2 人以上の世帯支出比較<1996年〉
全体
ハード ソフト サービス 情報 全消費支出
支出計 支出計 支出計 支出計 にしめる割合(%)
単身世帯
金額(円) 36, 036 132, 468 58, 392 226, 896 10. 1 2, 236, 320 
情報支出に占める割合(%) 15.9 58. 4 25. 7 100. 。
2 人以上の世帯
金額(円) 38, 563 91, 320 90, 333 220, 216 5. 6 3, 946, 187 
情報支出に占める割合(%) 17.5 41. 5 41. 0 100.0 
出所) I情報メディア白書」電通統研， 1998 
けて，単身世帯の年間情報支出額を226 ， 896円と複数世帯よりも多くなっていること，及び全消










2.29% となっているのに対し，単身者世帯では3.38% と 1 ポイント上回っており，試算では単
















暦年 95実績 2000 2005 2010 95- 2000 2005 推計値 推計値 推計値 2000 -05 10 
-情報ソスト支出(全一般世帯) 87, 151 106, 518 131, 321 162, 180 4. 1 4.3 4. 3 
(実質ベースの情報ソフト支出) 82, 248 94, 08 105, 479 117, 419 2. 7 2. 3 2. 2 
情報ソフト支出/消費支出計(%) 2.46 2. 57 2. 74 2.85 o. 1 o. 2 o. 1 
-情報ソフト支出 (2 人以上世帯) 90, 307 110, 642 136, 674 169, 136 4. 1 4.3 4.4 
(実質ベースの情報ソフト支出) 85, 26 97, 648 109, 78 122, 456 2.8 2.4 2. 2 
情報ソフト支出/消費支出計(%) 2. 29 2.37 2. 52 2. 62 o. 1 o. 2 o. 1 
-情報ソフト支出(単身者世帯) 77, 576 95, 020 117, 126 144, 629 4. 1 4.3 4.3 
(実質ベースの情報ソフト支出〕 73, 211 83, 860 94, 077 104, 712 2. 8 2.3 2. 2 
情報ソフト支出/消費支出計(%) 3.38 3.51 3. 73 3.88 0.1 o. 2 o. 1 
-消費支出計(全一般世帯) 3, 538, 0674, 151 , 1654, 798, 3675, 681 , 877 3. 2 2. 9 3.4 
(実質ベースの消費支出) 3, 338, 996 3, 663, 639 3, 854, 1044, 113, 723 1.9 1.0 1.3 
-消費支出計 (2 人以上世帯) 3, 948, 744 4, 668, 460 5, 423, 579 6, 455, 583 3.4 3.0 3. 5 
(実質ベースの消費支出) 3, 726, 5664, 120, 181 4, 356, 2824, 673, 891 2.0 1. 1 1.4 
-消費支出計(単身者世帯) 2, 291 , 928 2, 708, 9673, 140, 4353, 729, 851 3. 4 3.0 3.5 
(実質ベースの消費支出) 2, 162, 9712, 390, 817 2, 522, 434 2, 700, 441 2. 0 1. 1 1.4 
消費支出デフレーター 0990=100) 105.96 13. 31 124.50 138. 12 1.3 1.9 2. 1 
牢情報ソフト=放送受信料+オーディオ・ビデオディスク+オーディオ・ビデオ収録済テープ+テレビゲーム+映画・演劇等
入場料+新聞+雑誌・書籍・その他印刷物+教科書・学習参考教材+教養娯楽賃貸料
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